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研究成果の概要（和文）：本研究はスウェーデン、ドイツ、英国、フランス、イタリアを手がかりに「欧州社会」にお
ける「世俗化」と「医療化」の現状から出発した。とはいえ「世俗化」と「医療化」は、宗教、家族、社会制度、儀礼
等のあり方に応じて各国で多様な様相を呈しており、安易に一般化できない。そこで欧州緩和ケア協会の取り組みを糸
口に、ホスピス・緩和ケアの歴史的な歩みを確認し、そのうえで各国における緩和ケアの現状とその歴史的背景につい
て調査した。さらにホスピス・緩和ケアの「ルーチン化」「世俗化」「制度化」の起源を見定めるべく、ホスピスケア
のパイオニアであるC. ソンダースによる終末期ケアの実践とその思想的な拠り所について論究した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we started with the question, if and how "European societies” 
such as Sweden, Germany, Britain, France, and Italy are "secularized" or "medicalized". However the trend 
towards "secularization" and “medicalization” is various in accordance with such major factors in 
background as religion, family, social system, and courtesy and therefore not easily generalized. This is 
why we first took a general view of the hospice palliative care development in Europe, focusing on the 
preceding projects of the European Association for Palliative Care. Then we investigated the introduction 
and the subsequent development of palliative care in European countries. Finally we came to examine 
end-of-life care practices and their philosophical foundations of Cicely Saunders, so as to form a clear 
view of the question, if it is possible to trace "routinization", "secularization" or 
"institutionalization" of hospice palliative care to its own origins.

研究分野：哲学　倫理学　死生学
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、日本のホスピス・緩和ケアの現

状にかかわる以下の問いから出発した。 

看取りは、a）死（death）と死にゆくこと

（dying）に直接かかわるケアであり、b）死

にゆく者と遺される者との共同行為と特徴

づけられよう。b）の特徴に応じて、終末期

ケアにおいては、死にゆく者、看取る者、両

者を支えるケア専門職の「関係性」が大きな

位置を占める。他方で a）の側面を踏まえれ

ば、看取りという共同行為に与る者の死生観

がクローズアップされる。日本の終末期ケア

の実践と理論においては、しかし、看取りの

関係性とその社会的・経済的基盤が注目を集

めてきたのとは対照的に、死生観とその文化

的・宗教的背景という問題が軽視ないし敬遠

されてきた。 

こうした傾向は、高度成長期以降の社会変

動に根ざした「死生観の空洞化」とともに、

各種ケア理論・技法の国外からの移入により

拍車をかけられた。米国をはじめ、文化的・

宗教的背景を異にする社会から、当の背景を

捨象するかたちで、各種の実践と理論が「輸

入」されることにより、包括的枠組みを欠落

したまま、断片的・対処療法的なケア実践が

続けられてきたのである。 

以上のような現状は、たんなる「輸入」を

超えて、当該国・地域の文化的・宗教的背景

にまで踏み込み、終末期ケアの実践的基盤を

明らかにする研究を要請する。なかでも欧州

諸国は、それぞれの文化的・宗教的な多様性

に応じて、終末期ケアが多元的な様相を呈し

ており、米国スタイルに一元的に定位する現

状を検証し、改善する足がかりを与えてくれ

るという見通しが立つ。 

当該課題をめぐって申請者は、欧州の多く

の研究者・実践者（ケア専門職や宗教者）と

討議を重ねてきた。それを通して共同体・社

会の「世俗化」という問題が、ケア実践の重

要な背景として浮かび上がってきた。その程

度や形態は異なるにしても、社会の「世俗化」

は、欧州で広く共有された課題であり、それ

は各種の社会統計によっても裏づけられる。

伝統的宗教はもはや精神的支柱とはならない、

にもかかわらず多くの人びとは、それに替わ

る精神的な拠り所を見つけられずにいる。 

こうした社会状況は、ホスピス・緩和ケア

の変質――近代ホスピス運動の推進力となっ

た宗教的エートスと共同体的な志向性が失わ

れ、「医療化medicalization」と「官僚化

bureaucratization」が進む事態――に深い影

を落としている。欧州諸国における看取りの

思想的な拠り所が、社会そのものの「世俗化」

という背景から読み解かれる所以である。 

 
２．研究の目的 

ホスピス・緩和ケアの現場では、初期の運

動を特徴づけた宗教的要素が失われ、それと

ともに医療制度への組み込みが進行している

と指摘される。このケアの「医療化」を読み

解く背景として、本研究は、「世俗化」――

政治をはじめ、社会の諸領域が宗教的権威か

ら離脱していく――という近代社会の動向に

着目する。じっさい欧州各諸国では、社会の

世俗化の様相に応じて、終末期ケアが多元的

な展開を示している。 

こうした見通しのもと本研究は、欧州のケ

ア専門職を主な対象に現地調査を実施し、看

取りに携わる当事者の理解を糸口に、当の実

践の思想的（哲学的・宗教的）な基盤にアプ

ローチする。世俗化する欧州社会では、なに

を拠り所として、人間に課せられた死すべき

定め（mortality）が共に受けとめられている

のか、その見通しを足がかりに、「世俗化」

と「医療化」の時代における終末期ケアのあ

り方について展望と指針を獲得すること、そ

れが本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

本研究では、「世俗化」と「医療化」との

相関関係を焦点に、欧州諸国における多様な



看取りの実践が探査され、その思想的な拠り

所が討究される。この目的を達成するために

は、A）医療・看護実践に内在的な視座、B）

社会科学的アプローチ、C）哲学的・思想的ま

なざしがいずれも不可欠であり、本研究はこ

のチーム編成を基本単位として進められる。

そのうえで（1）各専門分野での文献研究（看

護学、保健学、社会学、宗教学、地域研究、

生命倫理学、死生学、思想史、哲学・倫理学）

を基礎にして、（2）欧州諸国で看取りに携わ

る専門職・研究者を対象に現地調査を進める。

ただ担当する言語圏・文化圏や専門分野の壁

を超えて、統合的な視座を打ち立てるために

は、徹底した討論の機会が要請される。これ

を踏まえて、（3）国内での定期的な研究会（年

4 回ほど）と、（4）欧州の調査先での合同研

究会を開催する。さらに研究成果を公開・還

元すべく、（5）学会のシンポジウム企画等に

積極的に応募し、最終的に（6）共著の公刊を

目指す。 

 

４．研究成果   

本研究は、北欧諸国（とりわけスウェーデ

ン）、ドイツ、英国、フランス、イタリアに手

がかりを得ながら、まず「欧州社会」におけ

る「世俗化」と「医療化」の動向にアプロー

チした。 

それによれば欧州各国における「世俗化」

の動向は多様であり、その背景には、当該社

会における宗教・宗教者の位置づけ、家族の

あり方、制度、儀礼等のあり方が控えており、

安易な一般化は許されない。そこで、主な研

究対象とした欧州各国について、緩和ケアの

導入の経緯とその後の発展を調査することで、

比較研究のための共通の地盤を獲得すること

にした。 

欧州諸国におけるホスピスケアの導入は、 

St. Christopher’s Hospiceの創設（1967年）

に端を発する。それ以降の10年間で、英国に

14のホスピスが設立される。それに続いてス

ウェーデン（1977年）、イタリア（80年）、ド

イツ（83年）、スペイン（84年）、ベルギー（85

年）、オランダ（91年）、ルーマニア（92年）

でも、ホスピス・緩和ケアが導入される。 

各国のホスピス・緩和ケアの特徴も、ロー

カルなコミュニティ志向（英国）、ボランティ

アや宗教の役割が限定的（スウェーデン）、宗

教と市民社会の強い影響のもとでのコミュニ

ティ志向（ドイツ）、医師主導によるヘルスケ

アシステムとの連動（スペイン）、英国モデル

を採用しながらも、ボランティア意識の希薄

な文化に適合的（ルーマニア）というように

多様である。 

欧州におけるホスピス・緩和ケアの展開を

全体として捉える視座からは、EAPC (the 

European Association for Palliative Care) 

の設立（1981年）が注目される。これを契機

に欧州諸国は、欧州全体に緩和ケアを普及・

発展させる協働に着手するからである。 

ホスピスケアの歴史的な変位に着目すれば、

1985年前後を境に、運動として出発したホス

ピスケアがヘルスケアシステムの主流に組み

込まれていく。それとともに「ホスピスのル

ーチン化」（Nicky James and David Field1992）

や「ホスピスの理念の世俗化」（ Ann 

Bradshaw1996）といった問題が提起され、広

く反響を呼んできた。 

以上のような変移は、ホスピス・緩和ケア

の「世俗化」や「医療化」として、本来の理

念からの逸脱と捉えられるものだろうか。こ

の問いとともに、本研究は、近代ホスピスケ

アの創始者 C. ソンダースの取り組みに遡

源することになった。 

それを通して明らかになったことは、第

一に、ホスピスの宗教的アイデンティティ

とコミュニティとしての性格にかかわる問

題は、未決のまま残されているということ

である。また第二に、ヘルスケアシステム

への統合を契機に、ホスピスケアは自らの

理念の「一般化」を要請され、当初の価値・



理念を書き換えたと考えられる。しかも、

これがホスピスケアの変質を意味するとし

たら、それはソンダースその人の取り組み

に内在していた可能性もある。 

こうした観点から本研究は、研究協力者

（海外）の一人であるD・クラークが指摘す

る「スピリチュアルな転回spiritual turn」

に注目することになった。クラークによれ

ば、変転する社会状況に対する意識的な応

答、ヘルスケアの変転する環境に対する適

応の結果として、宗教的・非宗教的見方を

ともに承認しようとする、より包括的・融

合的な「スピリチュアリティ」概念が登場

した。これを土台に緩和ケアの現場では、

患者・家族に対して、あからさまに宗教的

なアプローチではなく、苦しみや人生の意

味や人格間のつながりなどにより広く関心

を向けるアプローチが採用されているとい

うのである。では「スピリチュアルな転回」

の端緒はどこに求められるのか。前述した

ホスピス運動の変質と同様、それはソンダ

ースまで溯るのか。 

これらの問題については、日本宗教学会

第73回学術大会のパネル「欧州社会におけ

るホスピス・緩和ケアの展開と宗教のかか

わり」（2014.9.13.同志社大学）、第33回医

学哲学倫理学会のワークショップ「欧州に

おける「良い死」の多元性とその文化的・

宗教的背景」（2014.11.23.東洋大学）、上智

大学グリーフケア研究所と合同の成果報告

シンポジウム「ホスピス・緩和ケアはどこ

から、どこへ向かうのか」（2015.3.28.上智

大学）等で論究した。 
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